
     

 

 

 

 

 

 

 

 

ちづくり協議会はどうなっちょいと？ 

   前回の広報誌で“準備委員会”という言葉が出てきましたが、ただ今準備段階、ということは・・・ま

だ、まちづくり協議会は、できて
・ ・ ・

いません
・ ・ ・ ・

。 

   まちづくり協議会は最初から形のあるものではありません。何もない０（ゼロ）の状態から作り上げて

いくため、これまでに幹事会を開催し、設立準備委員会を立ち上げ、どのような形にするのか、何をや

っていくのかを検討してきました。組織の形や、やっていく事業の全体像ができてから、ようやく、ま

ちづくり協議会が始動します。 

   当初、何もない状態だったので、まずは住民のみなさんが勝本浦のことをどのように考えているのかを

明らかにするために、アンケートにご協力いただきました。いただいた多くのご意見を準備委員会のメ

ンバーで共有し、それをもとに話し合いを進めてきました。現在、事業計画案の作成段階まで進んでい

ます。スタートラインまであと少しです！ 

 

ンケート結果を紹介します 

   第 1号に引き続き、アンケート結果を紹介します。今回は漁業・商業・観光に関する回答を掲載してい

ます。グラフはご記入いただいたご意見を項目分けし、数値化したものから作成しました。  

 

（１）漁業 

   漁業に関して61件のご回答をいた

だきました。 

課題としては①魚価の低迷、②漁

獲の減少、③資源の減少などが挙げ

られています。その解決策として、海

産物の養殖を望む声や海産物の高付

加価値化に関する回答が最も多く見

られました。 
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なんしよいん？ 

 ま 

 ア 

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

魚・ウニ・アワビ等の養殖

海産物の高付加価値化

藻場の再生・漁場づくり

販売網の再構築

行政との連携

インターネットの活用

定置網の操業

遊漁船・レジャー船の操業

漁業者の雇用創出

その他

漁業に関する解決策



 

（２）商業 

  商業に関して 63 件のご回答をいただきま

した。 

  特に商店街について、店舗数の減少等によ

り他町に行かざるを得ない現状に関する回

答が多く見られました。高齢になった際の買

い物を不安視する声や、現に買い物が困難に

なってきているという声も挙がっていまし

た。こうした現状に対する解決策は、勝本浦

で買い物ができる環境づくりを求める声が

ほとんどでした。 

 

（３）観光 

観光に関して 60 件のご回答をいただきま   

した。 

辰の島遊覧などは高い人気がありますが、

それが勝本浦全体に波及していないことな

どが課題として挙げられています。解決策と

しては観光の拠点となる商店街の活性化、荒

廃が進んでいる観光地の整備、観光客を満足

させる体験型観光の強化を望む声が多数上

がりました。 

  

  まちづくり協議会は地域住民、地域で働く人や学ぶ人、コミュニティ組織、事業者等がメンバーとなりま

す。個別では難しかったことでも、みんながつながれば実現可能になることがたくさんあると思います。

アンケートでいただいたご意見を大切にしながら、勝本浦にとって必要と思われる事業には積極的に取り

組んでいきたいと考えています。 

 

 

そろそろ寒うないけん、

体調には気いつけよう

ね。 

0 2 4 6 8 10 12 14

新たな商業施設をつくる

地元消費の喚起

高齢者の買物支援

その他

商業に関する解決策

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

商店街の活性化

観光スポットの整備

情報発信

体験型観光の強化

その他

観光に関する解決策

もうすぐ冬ん来いぞ！

さかなんうまか 

季節にないね～！ 
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